
平成24年　5月31日
豊玉南小学校だより

平成24年度　柑寺
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※研究授
4時間授業です。

28日（木）演劇鑑賞教室
※保護者の鑑賞を希望された方は、
当日10：45“10：55（体育館）に来てください。

29日（金）教育実習終（2年・3年）
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今月の生活目標
遊 び の 工 夫 を しよ う

《学校公開日についてのお願い》
平素から、学校教育のご理解、ご協力ありがとうございます。今月も9日に学校公開日を予定しており

ます。子供たちが集中して授業に取り組めるよう、授業中は廊下においてもお静かにお願いします。授業
中は、是非とも教室に入っていただいて子供たちの頑張りをご覧ください。

※27日（水）3、4、5校時、2年生が生活科の研究授業を行います。保護者のみなさまにも授業を
公開しますので、是非、ご参観ください。内容につきまして後日、別紙にてお知らせします。

〈全校遠足〉
遠足担当　大竹玲子

5月1日（火）、心配だった天候もなんとか
もち、全校児童が元気に楽しく光が丘公園への
遠足を実施することができました。

午前中は、元気会（縦割り班）でオリエンテ
ーリング、午後は低学年は学校へ戻り、高学年
はそれぞれ学年にわかれて遊びました。

全校遠足では、異学年の友達と一緒に活動す
ることを通して、連帯感を感じるとともに、思
いやりの心を育てることをねらいとしています。
特に6年生は班のリーダーとして事前準備から
当日まで大忙しです。がんばって取り組んだ分、
終わった時にはやりきった充実感でいっぱいの
顔をしています。

他の学年の児童はこのような6年生の姿を見
て協力することによって、自分が6年生になっ
た時には、新たなリーダーとして動くことがで
きるのです。児童同士のかかわりから生まれる
小さな成長を積み重ね、
大きな成長へとつなげて
いけるような活動を大切
にしていきたいと思いま

す。

〈ホームへ0－シ寸閲覧のご案内〉
HP担当　佐藤嘉朗

先日「学校ホームページ更新のお願い」につい
てプリントを配布いたしました。ご協力ありがと
うございました。学校では、複
数で確認を取りながら子供たち
の個人情報の保護に努めていき
ます。また、それとともに定期
的に豊南小の教育活動を配信し
ていきたいと思っています。
今年度、4月に豊玉南小学校

≡
のホームページがリニューアルしました。レイア
ウトが一新され、より見やすくなったかと思いま
す。毎月の学校便りや毎日の給食の写真などが掲

①6月　5日（火）
②6月15日（金）
入金をよろしくお願い申し上げます。


